
◎基本情報

主

副

○ 対象 ● 対象外 ○ 対象 ● 対象外

● 経常経費 ○ 臨時的経費

○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理

○ 直営　 ○ 一部委託 ○ 全部委託　 ○ 補助助成　 ● その他

◎事業費

計（事業費＋人件費） 264,035 26,340 1,440 26,340

事業費

の内訳

令和3年度決算

新型コロナウイルス緊急包括支援金を活用したため、当該事業費からの支出はなかった。

令和4年度予算

○市立札幌病院感染症病棟の運営負担金　２４，９００千円
　・需用費３，７４３千円　・使用料等　　１８７千円
　・役務費　　９６６千円　・材料費１７，０１７千円
　・委託料２，６６７千円　・備品購入費　３２０千円

人工 0.2 0.2 0.2 0.2

人件費 1,440 1,440 1,440 1,440

事業費 262,595 24,900 0 24,900

うち特定財源 238,523 24,900 0 24,900

（単位：千円）

令和2年度決算 令和3年度予算 令和3年度決算 令和4年度予算

0 年度

関連法令・条例・
要綱等

感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律

他都市の状況

第一種感染症指定医療機関：盛岡市、横浜市、静岡市、大津市、大阪市、堺市、神戸市、熊本市が市立病院
第二種感染症指定医療機関：全ての政令指定都市で指定済み

実施結果

乳幼児、妊婦及び要透析者等、他医療機関では受入困難な新型コロナウイルス感染症患者も含め迅速に受け入
れ、感染症のまん延防止のために隔離入院をさせるとともに、適切な医療を提供した。
一類・二類感染症（結核を除く）や新型インフルエンザの患者が発生した際に迅速かつ適切な感染拡大防止対策
等が行えるよう、常時稼働できる体制を維持した。

事業実施における
工夫点

感染症対策の施策の一つであるが、病棟運営は病院局が行い、経費については当課が負担するよう分担してい
る。

対象者 一類、二類感染症（疑い含む）患者 開始 0 年度 終了

事業の性質

事
業
内
容

実施形態

目的

短期

市立札幌病院の感染症病棟を常時稼働できるよう施設管理及び体制を維持し、患者発生時に適切な医療を迅速
に提供する。

長期

市立札幌病院の感染症病棟を常時稼働できるよう施設管理及び体制を維持し、患者発生時に適切な医療を迅速
に提供する。

取組内容

【目的】感染症患者に適切な医療を提供することにより、感染症のまん延を防止する。
【内容】市立札幌病院感染症病棟（感染症法に規定する感染症指定医療機関）の運営
法令等に基づき、一類・二類感染症及び新型インフルエンザ等の患者を入院させ、適切な医療を提供するため、
市立札幌病院の感染症病棟(第一種(2床)及び第二種(6床))を運営する。
(場所)市立札幌病院　感染症病棟（中央区北11条西13丁目1-1）
(規模)地上2階建てほか排水処理施設
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◎検証（振り返り）

□ 企画 □ 実施 □ 評価 ■ 対象外 □ 回答 □ 反映

● A ○ B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

千
円

● A ○ B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

○ 改善 ● 現状維持 ○ 休止・廃止

○ 拡充 ● 現状維持 ○ 縮小 ○ その他

千
円

今回の評価

評価の理由
患者発生時に迅速かつ適切な感染拡大防止策を行うことができるよう運営体制を維持している。また、新型
コロナウイルス感染症患者を迅速に受け入れ、感染拡大防止に寄与した。

次年度の
取組の
方向性・
改善内容

事業
内容

運用開始から１０年数年が経過しており、医療機器や設備等の更新が必要となっている。適宜更新すること
で、患者発生時に迅速かつ適切な感染拡大防止策を行うことができるよう、引き続き運営体制を維持する。

予算
患者発生時に迅速かつ適切な感染拡大防止策を行うことができるよ
う、引き続き運営体制を維持する。 見直し効果額 0

前回の評価

今年度取り組んだ
見直し内容

なし
見直し効果額

（前年度）
0

市民参加の実施 市民参加結果への対応

今後の改善点

なし

事業の実施手法
（事業の効率性、

実施主体は適切か）
A

患者発生時に迅速かつ適切な感染防止対策を行うために最低限必要な体制としている。

対象者の満足度
（対象者のニーズ
に応えているか）

A

重大な感染症のまん延防止によって市民の健康維持に寄与し、市民のニーズに応えているもの
と考える。

事業の成果
（目的をどの程度
達成できたか）

A

乳幼児、妊婦及び要透析者等、他医療機関では受入困難な新型コロナウイルス感染症患者も含
め迅速に受け入れ、感染症のまん延防止のために隔離入院をさせるとともに、適切な医療を提供
した。

事業規模
（事業ボリューム

は適切か）
A

第一種病室（２床）及び第二種病室（６床）の病床数は、国が示す指定基準により定められた規模
である。

項目 判定 理由

成果指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

成果指標１

指標名

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

0

活動指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

活動指標１

指標名 二次感染患者の発生数

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

0 0 0


